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 19 日(月)から 21 日(水)までの 3 日間、今年度最後の参観日がありました。それぞれの学年で学んだ

ことの発表や保護者と一緒の活動など、「相手意識」をもって活動していました。授業の後は学級懇談

で今年度の子どもたちの成長について担任からお話しできました。次年度も参観日だけでなく、様々な

教育活動で、本校の特色ある取組や子どもたちの様子を見ていただきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

2 年生「明日へつなぐ自分たんけん」    4 年生「フォトフレームづくり」    6 年生「絆～Through Last 参観日」 

                      

 １日（金） 富小っ子朝会         １３日（水） 卒業式練習③ 

 ５日（火） スマイル班集会        １４日（木） 卒業式総練習 

  ８日（金） 同窓会入会式（６年生）    １５日（金） 卒業式前日準備 

       交通安全街頭指導       １６日（土） 第１２０回卒業証書授与式  

１１日（月） 卒業式練習①          １８日（月） 振替休日 

       父母と先生の会推薦委員会  ２５日（月） 修了式・離任式 

１２日（火） 卒業式練習②         ２６日（火）～4 月 4 日（木）年度末・年度始休業 

校長 田畑 幹夫 

    

先生方も認めていた

だけると、すごく励

みになります。よろ

しくお願いします。」 

 

 令和５年度、やっとできるようになった４年ぶりのイベントや舞

台に心をときめかせ、子ども達は「かけがえのない今」を過ごして

きました。保護者の皆さんは、コロナ禍３年間はすでに過去のもの

と感じますか。私は、この３年間子ども達に与えた影響があまりに

大きかったと思っている一人で、すでに過去のものとは簡単に片付

けられません。３年間分を払拭するには、子ども達に一つ一つの

「場」をしっかり提供していくことが不可欠です。４月からの子ど

もの変容を見ていると、学校行事をはじめ、児童会活動・異学年交

流・スマイル班活動など、人との関わりを通した「自己肯定感」「自

己有用感」を味わう一つ一つの場がいかに大事か痛感しました。特

に「学芸会」「ＳＢ移杖式」「歌声集会」は会場の皆さんと感動を共

有でき、大きな拍手を浴びた子ども達の輝きは最高でした。これぞ

富小の醍醐味であり、本来あるべき姿なのです。教職員にとっても

「笑顔」と「潤い」は、今後も大事にしたいキーワードです。 

 児童・教職員アンケートと保護者の皆様から頂いた学校評価をもとに立てた改善策とその取組状況、

児童の変容についての成果と課題について CS 委員の皆様から評価をいただきました。一部紹介します。 

 【学び合う子】「授業で獲得した知識や技能を次の学びや日常生活に生かすことができている」 

  達成率 児童91% 保護者78% 教職員78% 

 →「授業で獲得した知識や技能を日常生活の中で活用活用しているのは素晴らしいことです。例えば 

   どのような知識や技能を日常生活で生かしているのか、具体例があれば知りたいです。」 

 【認め合う子】「明るい挨拶や時と場に応じた言葉遣いなどコミュニケーションを磨くことができている」 

  達成率 児童89% 保護者70% 教職員78% 

 →「大きな声でしっかり挨拶できている子どもたちがいて素晴らしいと感じました。気もちの良い挨 

   拶は学校だけでなく、地域や家庭でそれぞれが一緒に働きかけることが重要かと思います。」 

 【高め合う子】「自分に適した運動や食事、生活習慣を振り返り、改善しようとしている」 

  達成率 児童88% 保護者64% 教職員58% 

 →「ゲームやデジタル機器の影響が大きいとは思いますが、運動が苦手な子どもたちにも苦手なりに 

   楽しめることや、将来にわたって少しでも運動が習慣化されるよう、様々な角度からアプローチ 

   していくことが必要かと思いました。」 

 次年度も保護者の皆様から頂いたご意見、CS 委員の皆様から頂いた評価を参考にし、よりよい学校づ

くりに努めます。ご理解とご協力をお願いいたします。 

  

＜お知らせ＞ 細かいことも含まれますが、軌道修正を行いますので、ご承知おきください。 

①「朝学習」８：２０～８：３5 火～金 国語・算数の練習問題・習熟問題を行います。 

教職員が打合せや授業準備を行う放課後の時間を保障します。勿論、教職員の働き方改革の一環です。８時

１５分に各教室で「おはようございます」と朝の挨拶をしてから、学習を始めますので、登校時刻の調整をお

願いします。なお、大変申し訳ありませんが、ボランティアの皆さんによる朝の読み聞かせは、月曜日に実施

いただけると幸いです。 

②「前期通知表の所見（文書記述）」をなくし、代わりに「個人面談週間」を行います。次年度、夏休みが３

１日間となり２学期開始早々学芸会練習が始まる関係で、その時期の所見作成は相当な負荷がかかるとの判

断です。所見は年度末一回の記載とさせていただきますことをご了承願います。 

③「ＳＢ」について 今年の６年生のような演奏のクオリティを維持していくには、今後も練習時間の確保が

必要です。また、金管・木管楽器などの音出しには指導者の専門性も求められるため、ボランティアの協力も

重要です。次年度は、水曜特別日課を活用し、原則５時間下校後に「ＳＢの時間」を設定します。教育課程上

「総合」と「音楽」に位置づけますが、それだけでは足りません。余剰時数（あらかじめ設定した予備）も活

用します。ただ、時数には限りがあるので、曲目数については２曲を基本とします。 

④「児童会活動」について ４年生以上全員がいずれかの委員会に所属し、通年を通して活動できるようにし

ます。特設の時間として年間１０回程度放課後の活動時間を設定します。一年を通して「心からの挨拶運動」

を推進するなど、子ども主体の活動を大切にしていきます。 

 

 

 

令和６年度もわかりやすく可視化に努めます。学校経営について「グランドデザイン」及び「学校改

善プラン」をご覧いただき、ご理解・ご協力賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

 

 


